
C1mono / C1 専用デジタル入力HDボード

C1 Digital Input Board HD  ￥      300,000　( 税別 )

D1 専用デジタル出力HDボード

D1 Digital Output Board HD ￥      300,000　( 税別 )

C1mono / C1 - D1専用ハイスピードデジタルリンクケーブル

CH Link HD 1.0 m  ￥     240,000　( 税別 )
  +0.5 m  ￥       15,000　 ( 税別 )

※旧ボードまたは旧CH Linkケーブルは回収させていただきます。

株式会社ゼファン
〒173-006東京都板橋区中丸町51-10
tel.03-5917-4500 fax.03-3958-9324
http://www.zephyrn.com
info@zephyrn.com

C1mono / C1専用デジタル入力HDボード

C1 Digital Input Board HD
・ FPGAチップを実装し、C1mono / C1本体のマイコンによって完全に制御されるため、将来的にボード自体のアップデートが必要になった時
に、C1mono / C1本体からUSBでファームウェアアップデートが可能になります。（今まではボードのアップデートは外部からFPGAをリフ
ラッシュする必要がありました）

・ 新開発のスプライン補間デジタルフィルター機能を搭載。従来のデジタルフィルターよりも明らかに高性能となります。

・ D1 と接続用の専用デジタルケーブル、CH Link 接続端子もHDタイプに変更。更なるインピーダンスマッチングが実現し音質が向上します。

・ MQAデコーディングに対応予定。

D1 専用デジタル出力HDボード

D1 Digital Output Board HD
・ FPGAチップを実装し、D1本体のマイコンによって完全に制御されるため、将来的にボード自体のアップデートが必要になった時に、D1本
体からUSBでファームウェアアップデートが可能になります。（今まではボードのアップデートは外部からFPGAをリフラッシュする必要が
ありました）

・ C1mono または C1 と接続するための専用デジタルケーブル、CH Link ケーブル用の接続端子もHDタイプに変更。更なるインピーダンスマ
ッチングが実現し音質が向上します。

 また、他のAES/EBU端子やSPDIF端子も新型ドライバーが搭載され、更にハイスピードな伝送が可能となります。

C1mono/C1-D1専用ハイスピードデジタルリンクケーブル

CH Link HD
・ 従来の CH Link は C1 と D1 の伝送に最適化されたケーブルではありましたが、ライン反射によりケーブルにノイズが混入し、C1mono / C1
の再生に影響を与えていることがわかりました。

・ CH LInk HDの新型ケーブルと新型コネクターにより必要とされるインピーダンス100Ωを制御できるようになり、音質が遙かに向上します。

・ 差し込むだけで強固にロックする特殊コネクター。外す時はフックを引っ張るだけでロックが解除されます。

CH Precisionの新基準となるデジタル入出力HDボードのアップグレード開始！
更なるパフォーマンスの向上と、将来性を実現するために必須のアップグレードです。

C1mono / C1 / D1 のユーザー様へ

ご注意ください
　・C1mono オーナーの方は C1 Digital Input Board HD のみ無償でアップグレードさせていただきます。
　・旧型の入出力ボードは今後のファームウェアアップデートサービスを受けることができません。
　・対応予定のMQAデコーディングや新開発のスプライン補間デジタルフィルターなどの新機能はすべてHDボードを搭載したユニットだけにしか使用できません。
　・したがって、すべての C1 または D1 オーナーの方は必須のアップグレードとなりますことをご留意ください。
　・アップグレードの際は旧型のボードまたは旧型のCH Linkケーブルはすべて回収させていただきます。
　・今後出荷される C1mono / C1 / D1 はすべてHDボードが標準装備となります。（価格変更はありません）

オプションボードの追加や、ファームウェアのアップデートなど行うことで常に
最新のデジタルオーディオフォーマットや音質のアップグレードに対応してきた
CH Precision。

この度、C1mono または C1 のデジタル入力ボードと D1 のデジタル出力ボ
ードが一新され、それに伴い、CH Lnik 端子と CH Link ケーブルが最新型に
なります。

旧型のデジタル入出力ボードは今後のファームウェアアップデートを受け
ることができない場合がありますので、最新版のファームウェアのサービ
スを受けるために必須のアップグレードとなります。


